
計画の進め方 
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人口 世帯数 高齢化率 

平成 
17年 

平成 
26年 

増減率 
平成 
17年 

平成 
26年 

増減率 
平成 
17年 

平成 
26年 

増減 
ポイント

数 

宇城市 64,360 61,573 ▲4.3 21,413 23,399 9.3 25.0% 29.5% 4.5 

三角 10,021 8,289 ▲17.3 3,589 3,427 ▲4.5 31.7% 39.5% 7.8 

不知火 9,870 9,249 ▲6.3 3,295 3,537 7.3 26.1% 31.1% 5.0 

松橋 25,515 26,148 2.5 8,640 9,992 15.6 19.7% 24.1% 4.4 

小川 13,851 13,247 ▲4.4 4,257 4,770 12.1 27.3% 30.9% 3.6 

豊野 5,103 4,640 ▲9.1 1,632 1,673 2.5 30.2% 35.0% 4.8 

 

 

 

 
平成 27年 3月 宇城市社会福祉課:0964-32-1111  宇城市社会福祉協議会:0964-32-1316 

計画の推進体制 

市と社会福祉協議会とで合同事務局や作業部会を設置し、連携して企画立案・各

種調整、進捗管理を行っていきます。 

また、地区福祉会や各種団体、福祉関連事業所名と連携・協働して、計画を進め

ていきます。 

 

計画推進の企画立案 

策定協議会・市民部会 

・各団体・機関での地域福祉の取組み 
・毎年度の計画進行の評価 
 

地域住民 

・自助の努力、共助への参加 
・地区福祉会での地域支え合
い活動の推進 

福祉事業所・各種団体 

・地域貢献活動 
・地域住民との連携した活動 
・地域の福祉拠点の役割 

各種調整 合同事務局 
・市役所社会福祉課 

・社会福祉協議会地域福祉課 

企画立案 

作業部会 
（合同事務局と関係各課） 

 

連携協働 

行政・社協職員の地域福祉の研修 

第２期  

 
宇城市・宇城市社会福祉協議会 

地域福祉を進めるため、平成 26 年度、宇城市は市全体での地域福祉の進め方を示

す地域福祉計画を、また、宇城市社会福祉協議会は社会福祉協議会の行動計画である

地域福祉活動計画を一体的に策定しました。 

 

●地域福祉とは 

地域福祉は、身近な暮らしの場で、地域の資源（事業所や人材等）を活用し「地域

で工夫して進める福祉」のことです。 

自らや家族・親族による「自助」、地域での支え合いの「共助」、公的制度による「公

助」のそれぞれの充実と相互補完で、あかちゃんからお年寄りまですべての人が、安

全・安心に充実して暮らせるためのものです。 

 

 

計画の柱 その１ 

地域福祉に関する意識づくり・人材の育成 

地域支え合いの持つ豊かさへの理解や、

支え合い活動に関する人材の育成や活躍

機会の提供 

・地域福祉の啓発や広報 

・ボランティア活動の推進等 

 

 

計画の柱 その２  

地区福祉会・校区福祉会活動の推進 

地区福祉会による地域支え合い活動の推進 

・住民福祉座談会の開催 

・見守り活動の推進 

・サロン活動の推進 

・住民交流活動支援等 

 

計画の柱 その４ 

より一層の支え合いの仕組み 

関係課・機関の一層の連携により、複合

化する生活課題への対応 

・総合相談・総合対応の充実 

・住民参加型生活支援サービスの推進 

・健康づくり・介護予防等 

 

 

計画の基本理念 

 

 
赤ちゃんからお年寄りまで誰もが 

健康で生きがいを持って暮らせる 

地域を市民みんなで作りあげていく 

将来推計（国立社会保障人口問題研究所） これまでの人口構成の推移（国勢調査） 

 計画の柱 その３ 

安全・安心の地域づくり 

基本的な生活サービスや防災・生活環境の整

備推進 

・移動・買い物等の支援 

・地域防災対策 

・災害時避難要支援者の支援等 
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地区での取り組み方 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 内容（例示） 行政・社会福祉協議会の支援事業 

福祉の意識づくり 

・座談会でスライドを使った地域支え合いの重

要性や事例の学習 

・地区福祉会での定期的な福祉研修 

・行政区長等のキーパーソンへの協

力要請 

・行政区での福祉座談会の開催 

・各種啓発・広報活動 

 

見守りネットワーク 

 

・防災見守りマップ作成 

・ひとり暮らし高齢者等の日常の見守り（新聞

の取り込みや雨戸の開け閉め、電気の点灯・

消灯など）。声かけ（回覧板の手渡し） 

・「気にかかる世帯・人」を専門機関につなぐ 

・防災見守りマップ作成を通して、

民生委員・シルバーヘルパー・地

区主要役員等による、見守り対象

者の確認 

・発達障がい、高次脳機能障がい、

統合失調症、精神うつ状態等に関

する理解促進 

ふれあいいきいきサ

ロン、公民館開放 

・公民館などに月一回程度集まり、おしゃべり

やゲーム、軽体操など 

・安否の確認にもなり、なにより顔を合わせる

ことが楽しみ 

・多世代交流 

・サロンサポーター養成講座の開催 

・サロンサポーター派遣 

・サロン事例の紹介 

交流活動 

 

・支え合い活動の前提となる地区住民、世代間

の顔合わせ、交流活動、住民間の日ごろの顔

合わせの機会、子ども会と老人会との交流等 

・「地域の縁がわ」事例・制度の紹介 

・交流活動に必要な備品の貸出しリ

ストの作成と貸出し 

生活支援活動 

（おたがいさま活動） 

・ゴミ出しや、電灯の交換、家具の移動等のお

手伝い。気軽に頼めて、過度なお返しになら

ない仕組みづくり 

・生活支援サポーター

養成講座（今後） 

 

防災・防犯活動 

 

・初期消火の訓練（消火器の使い方、消火栓の

使い方）。避難訓練。炊き出し訓練 

・危険個所の洗い出し（防災マップ作成）や隣

保班ごとの避難方法の話し合いなど 

・自主防災の組織化 

・防災見守りマップの作成支援 

・防災訓練の支援 

・自主防災組織の立ち上げ支援 

健康づくり活動 

福祉学習活動 

・生活習慣病予防、健康づくりに関する学習会

の開催 

・健康増進のための軽スポーツなどの実施 

・認知症の初期症状の早期発見や生活習慣病予

防など、地域支え合いや健康づくりに関する

学習会の開催 

 

・出前講座 

・介護予防モデル事業

の立ち上げ支援 

福祉コミュニティビ

ジネス 

（地域おこし活動） 

・地域に活力がわくようなビジネス（経済活動）

の取り組み 

・地域再発見のなかで、地域の産物等の活用の

検討 

・事例の顕彰・紹介、先進事例の紹

介、研修 

 

福祉の話し合い活動 

 

・継続的な福祉の話し合い 

・隣保班などに福祉の協力をお願いし、民生委

員と連携した見守り活動 

・継続した福祉の話し合い支援 

 地区福祉会 校区福祉会 

福祉会数 設置行政区 設置率 
未設置 
行政区 

福祉会数 校区数 設置率 
未設置 
校区 

三角 36 37 80.4％ 9 1 2 50％ 1 

不知火 23 29 80.6％ 7 0 2 0％ 2 

松橋 30 33 89.2％ 4 1 4 25％ 3 

小川 34 34 73.9％ 12 0 4 0％ 4 

豊野 12 12 100.0％ 0 1 1 100％ 0 

合計 135 145 81.9％ 32 3 13 23％ 10 

地区福祉会・校区福祉会活動の推進 

行政区を基本とする地区福祉会ではサロン活動などに取り組まれています。 

未設置地区の解消を進めるとともに、右の表に示すような、幅広い活動が行えるよう

支援を進めます。 

 

 

福祉座談会の開催 

福祉会で、改めて福祉に関する研修や、地域の状況に応じた活動を話し合う座談会を、

今後開催していきます。 

 

 

防災見守りマップの作成 

災害に備え、避難に課題を抱える高齢者の把握と確認などを福祉会を単位に進めるこ

とが望まれます。 

災害時の避難と、普段の見守り活動につなげていきために、防災見守りマップの作成

に取り組みましょう 

 

スライドでの話題提供 

高齢化の状況、宇城市の状況、地域支え合いの必要性へ

の理解、支え合い事例の紹介等 

意見出し・話しあい 

１.すでに取り組んでいる事（福祉関連、地域行事等） 

２.地域の困りごと（高齢者、子育て、障がい者等の課題） 

３.困りごと解決のアイデア 

 

防災見守りマップ 

■消火栓 

■防火水槽 

★避難場所 

〇危険個所 

●ひとり暮らし高齢者（女性） 

●ひとり暮らし高齢者（男性） 

●高齢者だけの世帯 

●障がい者 

●その他（日中ひとりの高齢者等） 

 

災害時避難 

普段の見守り 

■ 

★ 

御領４区でのマップ作成 

桂原福祉座談会 

地域での支え合い活動（例） 


